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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色電界発光素子と；
　緑色電界発光素子と；
　青色電界発光素子と；
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子それぞれの
発光量を規定する赤色,緑色及び青色のデータ信号を伝達するスイッチングトランジスタ
と；
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子それぞれを
発光させるための発光制御信号によってオン／オフ制御され，前記赤色電界発光素子，前
記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子がそれぞれ接続され，前記データ信号に
よって，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子を駆
動する複数の駆動手段と；
　を備え，
　前記複数の駆動手段それぞれは，
　ゲートが前記スイッチングトランジスタの一方の電極に接続された駆動トランジスタと
；
　前記駆動トランジスタのゲートと電源間に接続されたキャパシタと；
を含み，
　該当電界発光素子の電源電圧となる発光制御信号と前記赤色,緑色及び青色のデータ信
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号とによって前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子
を順次に発光することを特徴とする，表示装置のピクセル回路。
【請求項２】
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子は，少なく
とも三つのサブフレームで構成されるフレームにおいて，前記サブフレームごとに対応す
る発光制御信号にしたがって順次駆動されることを特徴とする，請求項１に記載の表示装
置のピクセル回路。
【請求項３】
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子のうち少な
くとも一つの発光素子は，前記複数のサブフレームのうち二つ以上のサブフレームにおい
て駆動され，及び／又は，前記複数のサブフレームのうちいずれかのサブフレームでは二
つ以上の発光素子が駆動されることを特徴とする，請求項２に記載の表示装置のピクセル
回路。
【請求項４】
　前記各サブフレームにおいて，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前
記青色電界発光素子の各発光時間を調節して，全体のホワイトバランスを調節することを
特徴とする，請求項２または請求項３に記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項５】
　赤色電界発光素子と；
　緑色電界発光素子と；
　青色電界発光素子と；
　赤色,緑色及び青色のデータ信号を伝達する１のスイッチングトランジスタと；
　前記データ信号によって前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色
電界発光素子を駆動する複数の駆動手段と；
を備え，
　前記複数の駆動手段それぞれは，
　前記スイッチングトランジスタの一方の電極に接続された駆動トランジスタと；
　前記駆動トランジスタのゲートと電源間に接続されたキャパシタと；
を含み，
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子は，各第１
電極が前記各駆動手段に接続され，各第２電極が第２電源電圧ラインに接続され，前記第
２電源電圧ラインから伝えられる発光制御信号と前記駆動手段から伝えられる駆動信号に
したがって順次に発光することを特徴とする，表示装置のピクセル回路。
【請求項６】
　前記複数の駆動手段は，電源電圧を共通にすることを特徴とする，請求項５に記載の表
示装置のピクセル回路。
【請求項７】
　前記発光制御信号は，第２電源電圧であり，
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子に前記第２
電源電圧を順次与えることによって，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及
び前記青色電界発光素子を発光制御することを特徴とする，請求項５または請求項６に記
載の表示装置のピクセル回路。
【請求項８】
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子は，少なく
とも三つのサブフレームで構成されるフレームにおいて，前記サブフレームごとに対応す
る発光制御信号にしたがって順次駆動されることを特徴とする，請求項５～７のいずれか
に記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項９】
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子のうち少な
くとも一つの発光素子は，前記複数のサブフレームのうち二つ以上のサブフレームにおい
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て駆動され，及び／又は，前記複数のサブフレームのうちいずれかのサブフレームでは二
つ以上の発光素子が駆動されることを特徴とする，請求項８に記載の表示装置のピクセル
回路。
【請求項１０】
　前記各サブフレームにおいて，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前
記青色電界発光素子の各発光時間を調節して，全体のホワイトバランスを調節することを
特徴とする，請求項８または請求項９に記載の表示装置のピクセル回路。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，映像表示装置に適用されるピクセル回路，表示装置，及びその駆動方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置，例えば，有機電界発光（ＥＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｔ）
表示装置は，画素ごとに形成された画素電極から有機ＥＬ素子に電流を流すことによって
画像表示を行なう表示装置であり，これはパッシブマトリックス型とアクティブマトリッ
クス型に分けられる。このうち，アクティブマトリックス型は，図１に示すように，有機
ＥＬパネル３０内の各画素にスイッチング素子を設置して，その画素の画像データによる
電圧または電流を各スイッチング素子に印加して映像表示を行なう。
【０００３】
　図１は，一般的なアクティブマトリックス型有機電界発光表示装置を示した概略図であ
る。同図中，符号１０はデータドライバを示し，符号２０はスキャンドライバを示し，符
号３０は有機ＥＬパネルを示し，符号３１は画素を示している。
【０００４】
　図示されたように，従来のアクティブマトリックス型有機電界発光表示装置は，画像デ
ータを出力するデータドライバ１０と，選択信号を出力するスキャンドライバ２０と，デ
ータドライバ１０に接続されたデータライン（データ信号ＤＲ１，ＤＧ１，ＤＢ１，…，
ＤＲｎ，ＤＧｎ，ＤＢｎを伝送）とスキャンドライバ２０に接続されたゲートライン（ス
キャン信号Ｓ１，Ｓ２，…，Ｓｍ～１，Ｓｍを伝送）が縦と横に配列される有機ＥＬパネ
ル３０で構成される。そして，有機ＥＬパネル３０は，複数の画素３１を備えている。こ
こで各画素３１は，有機ＥＬパネル３０において，ゲートラインとデータラインの交差部
に各々構成されるＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の単位画素の組み合わせである。
【０００５】
　データドライバ１０から画像データが出力され，スキャンドライバ２０から選択信号が
出力されると，従来のピクセル駆動回路（図２参照）は，これらの信号にしたがって駆動
信号を各画素３１に属する単位画素（発光素子）に与える。これによって，各画素３１は
，Ｒ，Ｇ，Ｂの組み合わせにしたがってそれぞれの色相を表示する。このように，従来の
ピクセル回路は，ゲートラインとデータラインに接続されるとともに，各画素３１の各単
位画素別に設けられていた。したがって，各画素において，入力される選択信号とデータ
信号にしたがって各単位画素が個別に駆動され，これによって一つの画素データが表現さ
れていた。
【０００６】
　図２は，従来のピクセル回路を示した回路図である。
【０００７】
　従来のピクセル回路（画素３１）は，第１～第６薄膜トランジスタＭ１～Ｍ６，第１～
３キャパシタＣ１～Ｃ３，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，及びブルーＥＬ素子
Ｂを備えている。ここで，第２，第４，第６薄膜トランジスタＭ２，Ｍ４，Ｍ６はそれぞ
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れ，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，及びブルーＥＬ素子Ｂを駆動する駆動薄膜
トランジスタであり，第１，第３，第５薄膜トランジスタＭ１，Ｍ３，Ｍ５はそれぞれ，
第２，第４，第６薄膜トランジスタＭ２，Ｍ４，Ｍ６のオン／オフ動作を制御するスイッ
チング薄膜トランジスタである。
【０００８】
　図示したように，従来のピクセル回路は，データラインとゲートラインの交差部に構成
されるレッド（赤），グリーン（緑），ブルー（青）単位画素の組み合わせであり，各単
位画素にはレッドＥＬ素子，グリーンＥＬ素子，ブルーＥＬ素子が配置され，共にレッド
ＥＬ素子，グリーンＥＬ素子，ブルーＥＬ素子を駆動させる駆動回路が構成される。そし
て，同一行に位置する駆動回路は，一つのゲートラインと接続され，データライン（デー
タ信号ＤＲ１，ＤＧ１，ＤＢ１，ＤＲ２．ＤＧ２，ＤＢ２，…，ＤＲｎ，ＤＧｎ，ＤＢｎ
を伝送）と各々接続される。
【０００９】
　第１薄膜トランジスタＭ１は，そのゲートにゲートラインが接続され，そのソースにデ
ータライン（データ信号ＤＲ１を伝送）が接続される。また，第１薄膜トランジスタＭ１
のドレインと第１電源電圧Ｖｄｄと間には，第１キャパシタＣ１が接続される。第２薄膜
トランジスタＭ２のゲートは，第１キャパシタＣ１と第１薄膜トランジスタＭ１のドレイ
ンとの間に接続される。第２薄膜トランジスタＭ２は，そのソースに第１電源電圧Ｖｄｄ
の供給ラインが接続され，そのドレインにレッドＥＬ素子Ｒが接続される。
【００１０】
　グリーンＥＬ素子Ｇは，そのアノードに第４薄膜トランジスタＭ４のドレインが接続さ
れる。第４薄膜トランジスタＭ４は，そのソースに第１電源電圧Ｖｄｄの供給ラインが接
続されており，そのゲートに第３薄膜トランジスタＭ３のドレインが接続される。そして
，第２キャパシタＣ２は，第１電源電圧Ｖｄｄと第４薄膜トランジスタＭ４のソースとの
間に接続される。また，第３薄膜トランジスタＭ３は，そのゲートにゲートライン（スキ
ャン信号Ｓｃａｎを伝送する）が接続され，ソースにデータライン（データ信号ＤＧ１を
伝送）が接続される。
【００１１】
　ブルーＥＬ素子Ｂは，そのアノードに第６薄膜トランジスタＭ６のドレインが接続され
る。第６薄膜トランジスタＭ６は，そのソースが第１電源電圧Ｖｄｄの供給ラインに接続
され，そのゲートが第５薄膜トランジスタＭ５のドレインと接続される。そして，第３キ
ャパシタＣ３は，第６薄膜トランジスタＭ６のソースと第１電源電圧Ｖｄｄの供給ライン
との間に接続される。また，第５薄膜トランジスタＭ５は，そのゲートにゲートラインが
接続され，そのソースにデータライン（データ信号ＤＢ１を伝送）が接続される。
【００１２】
　レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂの各カソードは第２電源電
圧Ｖｓｓの供給ラインに接続される。
【００１３】
　スキャンドライバ２０が順次ゲートラインを選択して，選択したゲートラインに対して
選択信号（スキャン信号）を出力すると，第１，第３，第５薄膜トランジスタＭ１，Ｍ３
，Ｍ５はオンする。これによって，データドライバ１０から各データライン（データ信号
ＤＲ１，ＤＧ１，ＤＢ１を伝送）に印加された画像信号が，薄膜トランジスタＭ１，Ｍ３
，Ｍ５のソース側からドレイン側を介して，第１，第２，第３キャパシタＣ１，Ｃ２，Ｃ
３に伝えられる。そして，第２，第４，第６薄膜トランジスタＭ２，Ｍ４，Ｍ６がオンし
て，ソース側に伝えられた第１電源電圧Ｖｄｄと，データ電圧と各トランジスタのしきい
電圧との差の２乗に対応する電流を各発光素子（レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ
，ブルーＥＬ素子Ｂ）に伝達する。この結果，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，
ブルーＥＬ素子Ｂは，印加される電流の強さにしたがって発光する。
【００１４】
　以上のような構成を有する従来の有機電界発光表示装置の動作を図３の駆動波形図を参
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照しながら説明すれば次の通りである。
【００１５】
　まず，第１ゲートラインにスキャン信号Ｓ１が印加されると，第１ゲートラインが駆動
されて，第１ゲートラインに接続された画素ＰＲ１～ＰＢ１ｎが駆動される。
【００１６】
　すなわち，第１ゲートラインに印加されるスキャン信号Ｓ１により，第１ゲートライン
に接続されたレッド単位画素ＰＲ１１～ＰＲ１ｎ，グリーン単位画素ＰＧ１１～ＰＧ１ｎ
，ブルー単位画素ＰＢ１１～ＰＢ１ｎに属する第１，第３，第５薄膜トランジスタＭ１，
Ｍ３，Ｍ５が駆動される。これら第１，第３，第５薄膜トランジスタＭ１，Ｍ３，Ｍ５の
駆動によって，レッドデータライン（データ信号ＤＲ１～ＤＲｎを伝送），グリーンデー
タライン（データ信号ＤＧ１～ＤＧｎを伝送），ブルーデータライン（データ信号ＤＢ１
～ＤＢｎを伝送）を介して，データ信号Ｄ１がレッド，グリーン，ブルー単位画素に属す
る第２，第４，第６薄膜トランジスタＭ２，Ｍ４，Ｍ６のゲートに同時に印加される。
【００１７】
　レッド，グリーン，ブルー単位画素に属する第２，第４，第６薄膜トランジスタＭ２，
Ｍ４，Ｍ６は，レッドデータライン，グリーンデータライン，ブルーデータラインに各々
印加されるデータ信号Ｄ１に対応する駆動電流を，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子
Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂに供給する。このようにして，第１ゲートラインに接続されている
画素ＰＲ１１～ＰＢ１ｎを構成する各ＥＬ素子は，第１ゲートラインにスキャン信号Ｓ１
が印加されると，同時に駆動される。
【００１８】
　これと同様に，第２ゲートラインにスキャン信号Ｓ２が印加されると，第２ゲートライ
ンに接続されている画素ＰＲ２１～ＰＲ２ｎ，ＰＧ２１～ＰＧ２ｎ，ＰＢ２１～ＰＢ２ｎ
には，レッドデータライン，グリーンデータライン，ブルーデータラインを経由して，デ
ータ信号Ｄ２が印加される。
【００１９】
　第２ゲートラインに接続された画素ＰＲ２１～ＰＲ２ｎ，ＰＧ２１～ＰＧ２ｎ，ＰＢ２
１～ＰＢ２ｎを構成するＥＬ素子が，データ信号Ｄ２に対応する駆動電流により同時に駆
動される。
【００２０】
　このような動作が繰り返され，最終的に第ｍゲートラインにスキャン信号Ｓｍが印加さ
れると，レッドデータライン，グリーンデータライン，ブルーデータラインに印加される
データ信号Ｄｎによって，第ｍゲートラインに接続されている画素ＰＲｍ１～ＰＢｍｎを
構成するＥＬ素子が同時に駆動される。
【００２１】
　以上のように，第１ゲートラインから第ｍゲートラインに順次スキャン信号Ｓ１～Ｓｍ
が印加されると，各ゲートラインに接続された画素ＰＲ１１～ＰＢ１ｎ，…，ＰＲｍ１～
ＰＢｍｎが順次駆動される。これで１フレーム期間における画素の駆動が完了し，所定の
画像がディスプレイされる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　しかし，従来の有機電界発光表示装置は，各画素が３個の単位画素（レッド単位画素，
グリーン単位画素，ブルー単位画素）で構成されており，レッド単位画素別，グリーン単
位画素別，及びブルー単位画素毎に，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥ
Ｌ素子Ｂを駆動させるための駆動素子，すなわちスイッチング薄膜トランジスタ及び駆動
薄膜トランジスタとキャパシタが各々配列されていた。また，各単位画素には，駆動素子
にデータ信号Ｄを供給するためのデータラインと第１電源電圧Ｖｄｄを供給するための共
通電源ラインが配列されていた。
【００２３】
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　すなわち，従来，画素ごとに３個のデータライン及び３個の電源ラインが配置されて，
６個のトランジスタ（３個のスイッチング薄膜トランジスタと３個の駆動薄膜トランジス
タ）と３個のキャパシタが要求された。このように，各画素に複数の配線と複数の素子を
配列されなければならなかったため，回路構成が複雑となり，発光素子の開口率が制限さ
れて，収率が低下する問題があった。
【００２４】
　また，表示装置がますます高情細化されることによって，各画素の面積が減少し，この
結果，一つの画素に多くの要素を配列することが難しくなってきている。そして，さらに
開口率が減少する問題もあった。
【００２５】
　本発明は，このような問題に鑑みてなされたもので，その目的は，発光素子の開口率と
収率の向上が可能であり，パネル空間の活用が容易な表示装置のピクセル回路，表示装置
，及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　上記課題を解決するために，本発明の第１の観点によれば，複数個のゲートラインと複
数のデータラインが配列されて，その交差部にピクセル回路が構成される表示装置のピク
セル回路が提供される。そして，このピクセル回路は，所定区間内で発光する複数の発光
素子と，複数の発光素子に共通連結されて，複数の発光素子を駆動するためのアクティブ
素子と，アクティブ素子に連結して複数の発光素子の駆動制御信号をアクティブ素子に伝
達する発光制御ラインを含み，アクティブ素子は発光制御ラインを通じて伝えられる駆動
制御信号にしたがって所定区間内で所定期間ごとに複数の発光素子を次々と駆動して，複
数の発光素子は所定期間ごとに次々と発光して所定区間で所定の色を具現することを特徴
とする。
【００２７】
　ここで，発光制御ラインは，アクティブ素子に電源電圧を伝達する電源電圧ラインであ
り，電源電圧ラインは複数の発光素子の駆動信号を所定区間内で所定期間ごとに次々とア
クティブ素子に伝達することを特徴とする。
【００２８】
　そして，発光素子の駆動信号は電源電圧であり，電源電圧が所定区間内で所定期間ごと
にアクティブ素子に次々と伝えられることによってアクティブ素子は複数の発光素子の駆
動電流を次々と出力することによって発光素子を時分割的に順次駆動させることを特徴と
する。
【００２９】
　また，所定区間は１フレームであって，所定区間はサブフレームであって，１フレーム
は複数のサブフレームに分割され，複数の発光素子は１フレーム内で各サブフレームごと
に順次駆動されることを特徴とする。
【００３０】
　また，所定区間は１フレームであって，所定区間はサブフレームであって，１フレーム
は３個以上のサブフレームに分割され，複数の発光素子は１フレーム内で各サブフレーム
ごとに順次駆動されて，残りの少なくとも一つのサブフレームでは複数の発光素子のうち
一つが再び駆動されたりまたは複数の発光素子が同時に駆動されて明るさを調節すること
を特徴とする。
【００３１】
　ここで，残りの少なくとも一つのサブフレームは複数のサブフレームのうち，任意に選
択されることを特徴とする。
【００３２】
　そして，アクティブ素子は，発光制御ラインから伝えられる駆動制御信号にしたがって
複数の発光素子の発光時間を調節してホワイトバランスを調節する。
【００３３】
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　また，発光素子は，Ｒ，Ｇ，ＢまたはホワイトＥＬ（電界発光）素子であることを特徴
とする。
【００３４】
　そして，複数の発光素子は，第１電極がアクティブ素子に連結されて，第２電極が第２
電源電圧に共通連結される。
【００３５】
　また，アクティブ素子は，発光素子を駆動するための少なくとも一つ以上のスイッチン
グ素子で構成される。
【００３６】
　また，アクティブ素子を構成するスイッチング素子は薄膜トランジスタ，薄膜ダイオー
ド，ダイオード，またはＴＲＳ（Ｔｒｉｏｄｉｃ　Ｒｅｃｔｉｆｙｉｎｇ　Ｓｗｉｔｃｈ
：３整流スイッチ）のうちいずれか一つであることを特徴とする。
【００３７】
　また，アクティブ素子は，ゲートラインを通じて伝えられるスキャン信号によってデー
タラインを通じて伝えられるデータ信号を伝達するスイッチング手段と，スイッチング手
段から伝えられるデータ信号によって発光素子に駆動信号を伝達する駆動手段を含む。
【００３８】
　上記課題を解決するために，本発明の第２の観点によれば，複数個のゲートラインとデ
ータラインが配列されて，その交差部にピクセル回路が構成される表示装置のピクセル回
路が提供される。そして，ピクセル回路は，所定区間内で発光する複数の発光素子と，複
数の発光素子に共通連結されて，複数の発光素子を次々と駆動するためのアクティブ素子
と，複数の発光素子に各々連結して駆動制御する発光制御ラインを含むが，複数の発光素
子は所定期間内で所定区間ごとに次々と発光して所定区間で所定の色を具現することを特
徴とする。
【００３９】
　発光制御ラインは，アクティブ素子の第２電源電圧を伝達する第２電源電圧ラインであ
り，第２電源電圧ラインは複数の発光素子に駆動制御信号を所定区間内で所定期間ごとに
次々と伝達することを特徴とする。
【００４０】
　そして，発光素子の駆動信号は第２電源電圧であり，第２電源電圧が所定区間内で所定
期間ごとに複数の発光素子に次々と伝えられることによって発光素子は時分割的に順次駆
動されることを特徴とする。
【００４１】
　そして，複数の発光素子は，第１電極がアクティブ素子に共通連結されて，第２電極が
第２電源電圧ラインに各々連結されることを特徴とする。
【００４２】
　上記課題を解決するために，本発明の第３の観点によれば，レッド，グリーン，ブルー
ＥＬ素子と，レッド，グリーン，ブルーデータ信号を順次伝達するための一つまたはそれ
以上のスイッチングトランジスタと，スイッチングトランジスタに共通連結されてスイッ
チングトランジスタから順次伝達されたレッド，グリーン，ブルーデータ信号によってレ
ッド，グリーン，ブルーＥＬ素子を駆動させる複数個以上が駆動手段を備えた表示装置の
ピクセル回路が提供される。そしてこのピクセル回路は，レッド，グリーン，ブルーＥＬ
素子は複数個以上が駆動手段に各々連結され，該当する発光制御信号にしたがって駆動手
段から伝えられる駆動信号にしたがって次々と発光することを特徴とする。
【００４３】
　そして，発光制御信号は電源電圧であり，複数個以上の駆動手段に次々と第１電源電圧
を出力させることによってレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子を発光制御することを特徴
とする。
【００４４】
　そして，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子は，少なくとも３サブフレームで構成され
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る１フレーム内で各サブフレームごとに該当する発光制御信号にしたがって順次駆動され
ることを特徴とする。
【００４５】
　また，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子は，３サブフレーム内で次々と駆動されて，
残りのサブフレームではレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子が個別に駆動されたりまたは
複数のＥＬ素子が駆動される。
【００４６】
　また，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子は，各サブフレーム内で該当する発光制御信
号により発光時間が調節されてホワイトバランスが調節される。
【００４７】
　上記課題を解決するために，本発明の第４の観点によれば，レッド，グリーン，ブルー
ＥＬ素子と，レッド，グリーン，ブルーデータ信号を順次伝達するための一つまたはそれ
以上のスイッチングトランジスタと，スイッチングトランジスタに共通連結されてスイッ
チングトランジスタから順次伝達されたレッド，グリーン，ブルーデータ信号によってレ
ッド，グリーン，ブルーＥＬ素子を駆動させる複数個以上の駆動手段を備えた表示装置の
ピクセル回路が提供される。そしてこのピクセル回路は，レッド，グリーン，ブルーＥＬ
素子は第１電極が複数個以上が駆動手段に各々連結されて，第２電極が第２電源電圧ライ
ンに各々連結されて第２電源電圧ラインから伝えられる発光制御信号にしたがって駆動手
段から伝えられる駆動信号にしたがって次々と発光することを特徴とする。
【００４８】
　ここで，複数個以上の駆動手段は，電源電圧を共通にすることを特徴とする。
【００４９】
　そして，駆動手段は，スイッチングトランジスタの第２電極に連結される駆動トランジ
スタと，駆動トランジスタのゲートと電源電圧間に連結するキャパシタを含む。
【００５０】
　そして，ピクセル回路は，しきい電圧の偏差を補償するしきい電圧補償手段をさらに含
む。
【００５１】
　ここで，発光制御信号は第２電源電圧であり，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子に次
々と第２電源電圧を出力させることによってレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子を発光制
御することを特徴とする。
【００５２】
　上記課題を解決するために，本発明の第５の観点によれば，レッド，グリーン，ブルー
ＥＬ素子と，レッド，グリーン，ブルーデータ信号を順次伝達するための一つまたはそれ
以上のスイッチングトランジスタと，スイッチングトランジスタに連結してスイッチング
トランジスタから順次伝達されたレッド，グリーン，ブルーデータ信号によってレッド，
グリーン，ブルーＥＬ素子を順次駆動させる駆動トランジスタと，レッド，グリーン，ブ
ルーデータ信号を貯蔵する貯蔵手段を備えた表示装置のピクセル回路が提供される。そし
てこのピクセル回路は，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子は第１電極が駆動トランジス
タに共通連結されて，第２電極が第２電源電圧ラインに各々連結されて第２電源電圧ライ
ンから伝えられる発光制御信号にしたがって駆動トランジスタから伝えられる駆動信号に
したがって次々と発光することを特徴とする。
【００５３】
　ここで，発光制御信号は第２電源電圧であり，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子に次
々と第２電源電圧を出力させることによってレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子を発光制
御することを特徴とする。
【００５４】
　上記課題を解決するために，本発明の第６の観点によれば，複数のゲートラインとデー
タラインが交差してその交差部に構成されるピクセル回路を含む有機電界発光表示装置が
提供される。そしてこの装置において，ピクセル回路は，ゲートがゲートラインに連結さ
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れて，ソースがデータラインに連結された第１トランジスタと，第１トランジスタのドレ
インにゲートが連結されて，ソースにレッド電源電圧ラインが連結された第２トランジス
タと，レッド電源電圧を供給するレッド電源電圧ラインと，第２トランジスタのゲートと
レッド電源電圧間に連結した第１キャパシタと，第１トランジスタのドレインにゲートが
連結される第３トランジスタと，グリーン電源電圧を供給するグリーン電源電圧ラインと
，第３薄膜トランジスタのゲートとグリーン電源電圧ライン間に連結される第２キャパシ
タと，ゲートに第１トランジスタのドレインが連結される第４トランジスタと，ブルー電
源電圧を供給するブルー電源電圧ラインと，第４トランジスタのゲートとブルー電源電圧
ライン間に連結される第３キャパシタと，第２ないし第４トランジスタのドレインに各々
第１電極が連結されて，第２電極が共通接地されたレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子を
含むことを特徴としている。
【００５５】
　上記課題を解決するために，本発明の第７の観点によれば，複数のゲートラインとデー
タラインが交差してその交差部に構成されるピクセル回路を含む有機電界発光表示装置が
提供される。そしてこの装置において，ピクセル回路は，ゲートがゲートラインに連結さ
れて，ソースがデータラインに連結された第１トランジスタと，第１トランジスタのドレ
インにゲートが連結される第２トランジスタと，第２トランジスタのゲートとソース間に
連結された第１キャパシタと，第１トランジスタのドレインにゲートが連結される第３ト
ランジスタと，第３トランジスタのゲートとソース間に連結される第２キャパシタと，ゲ
ートに第１薄膜トランジスタのドレインが連結される第４トランジスタと，第４トランジ
スタのゲートとソース間に連結される第３キャパシタと，第２ないし第４トランジスタの
各ソースに共通連結される電源電圧ラインと，第２ないし第４トランジスタのドレインに
各々第１電極が連結されるレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子と，レッドＥＬ素子の第２
電極に連結されるレッド第２電源電圧ラインと，グリーンＥＬ素子の第２電極に連結され
るグリーン第２電源電圧ラインと，ブルーＥＬ素子の第２電極に連結されるブルー第２電
源電圧ラインを含むことを特徴としている。
【００５６】
　上記課題を解決するために，本発明の第８の観点によれば，複数のゲートラインとデー
タラインが交差してその交差部に構成されるピクセル回路を含む有機電界発光表示装置が
提供される。そしてこの装置において，ピクセル回路は，ゲートがゲートラインに連結さ
れて，ソースがデータラインに連結された第１トランジスタと，第１トランジスタのドレ
インにゲートが連結されて，ソースに電源電圧ラインが連結された第２トランジスタと，
第２トランジスタのソースに連結される電源電圧ラインと，第２トランジスタのゲートと
電源電圧ライン間に連結されたキャパシタと，第２トランジスタのドレインに各々第１電
極が共通連結されるレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子と，レッドＥＬ素子の第２電極に
連結される第２レッド電源電圧ラインと，グリーンＥＬ素子の第２電極に連結される第２
グリーン電源電圧ラインと，ブルーＥＬ素子の第２電極に連結される第２ブルー電源電圧
ラインを含むことを特徴としている。
【００５７】
　上記課題を解決するために，本発明の第９の観点によれば，複数のゲートライン，複数
のデータライン及び複数の電源ラインと，複数のゲートライン，データライン及び電源ラ
インのうち該当する一つのゲートライン，データライン及び電源ラインに各々連結した複
数の画素を含んで，各画素は少なくともレッド，グリーン，ブルー発光素子を備える表示
装置の駆動方法が提供される。そしてこの方法は，各画素には所定区間内に所定期間ごと
に同一なデータラインを通じてレッド，グリーン，ブルーデータが順次提供されて，レッ
ド，グリーン，ブルー発光素子が時分割的に順次駆動されることによって，所定区間内で
所定の色を具現することを特徴とする。
【００５８】
　上記課題を解決するために，本発明の第１０の観点によれば，複数のゲートライン，複
数のデータライン及び複数の電源電圧ラインと，複数のゲートライン，データライン及び
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電源電圧ラインのうち該当する一つのゲートライン，データライン及び電源電圧ラインに
各々連結した複数の画素を含んで，各画素は少なくともレッド，グリーン，ブルー発光素
子を備える表示装置の駆動方法が提供される。そしてこの方法は，複数のゲートラインの
うち該当する一つのゲートラインに所定区間内に所定期間ごとにスキャン信号を発生して
，スキャン信号が発生する時ごとに複数のデータラインのうち該当する一つのデータライ
ンにレッド，グリーン，ブルーデータを順次印加してレッド，グリーン，ブルー駆動信号
を発生し，第１電源電圧から次々と印加される発光制御信号により該当する一つのゲート
ラインに連結した画素のレッド，グリーン，ブルー発光素子を順次駆動して所定周期期間
所定区間内で所定の色を具現することを特徴とする。
【００５９】
　ここで，所定期間は３個の所定区間を含み，３個の所定区間レッド，グリーン，ブルー
発光素子は一つずつ発光されて，所定期間レッド，グリーン，ブルー発光素子が次々と発
光されることを特徴とする。
【００６０】
　上記課題を解決するために，本発明の第１１の観点によれば，複数のゲートライン，複
数のデータライン，複数の電源ライン及び複数の第２電源電圧ラインと，複数のゲートラ
イン，データライン及び電源ラインのうち該当する一つのゲートライン，データライン，
電源電圧ライン及び第２電源電圧ラインに各々連結した複数の画素を含んで，各画素は少
なくともレッド，グリーン，ブルー発光素子を備える表示装置の駆動方法が提供される。
そしてこの方法は，複数のゲートラインのうち該当する一つのゲートラインに所定区間内
に所定期間ごとにスキャン信号を発生して，スキャン信号が発生する時ごとに複数のデー
タラインのうち該当する一つのデータラインにレッド，グリーン，ブルーデータを順次印
加してレッド，グリーン，ブルー駆動信号を発生し，第２電源電圧ラインから次々と印加
される発光制御信号により該当する一つのゲートラインに連結した画素のレッド，グリー
ン，ブルー発光素子を順次駆動して所定周期期間所定区間内で所定の色を具現する。
【発明の効果】
【００６１】
　本発明によれば，素子数及び配線数が減少するため，発光素子の開口率が向上し，また
負荷の減少によって各画素間の電圧降下及び信号伝送遅延が防止される。また，画素構成
及び配線が簡素化されるため，製造工数が短縮し，製造原価が低減する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６２】
　以下に添付図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
，同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００６３】
（第１の実施の形態）
　図４は，本発明の第１の実施の形態に係る表示装置の構成を示したブロック図である。
【００６４】
　同図中，符号１００はデータドライバを示し，符号２００はスキャンドライバを示し，
符号３００は第１電源電圧駆動制御部を示し，符号４００は画素部を示している。
【００６５】
　図示したように，本実施の形態に係る表示装置は，選択信号を出力するスキャンドライ
バ２００，ＲＧＢ（赤緑青）データ信号を出力するデータドライバ１００，電源電圧を順
次発生する第１電源電圧駆動制御部３００，及び画素部４００を備える。
【００６６】
　スキャンドライバ２００は，ゲートラインを通じてスキャン信号Ｓ１～Ｓｍを順次画素
部４００に出力する。データドライバ１００は，ＲＧＢデータ信号Ｄ１～Ｄｎを，データ
ラインを通じて，順次画素部４００に向けて出力する。第１電源電圧駆動制御部３００は
，電源電圧Ｖｄｄ（Ｒ１），Ｖｄｄ（Ｇ１），Ｖｄｄ（Ｂ１）～Ｖｄｄ（Ｒｍ），Ｖｄｄ
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（Ｇｍ），Ｖｄｄ（Ｂｍ）（図中，「ＶＤＤ　Ｒ，Ｇ，Ｂ１～ＶＤＤ　Ｒ，Ｇ，Ｂｍ」と
表記）を，１フレーム期間にスキャン信号が画素部４００に入力されるごとに順次発生さ
せて，画素部４００のレッドＥＬ素子，グリーンＥＬ素子，及びブルーＥＬ素子を発光制
御する。
【００６７】
　このように，本発明の第１の実施の形態の主要特徴は，各画素に含まれるレッドＥＬ素
子，グリーンＥＬ素子，及びブルーＥＬ素子が各々，画素部４００に接続された第１電源
電圧駆動制御部３００の順次駆動によって発光制御される点にある。
【００６８】
　図６は，第１の実施の形態に係る表示装置に備えられた画素部４００の構成を示したブ
ロック図である。
【００６９】
　同図中，符号１００はデータドライバを示し，符号１１１～１１ｍはデータラインを示
し，符号２００はスキャンドライバを示し，符号２１１～２１ｍはゲートラインを示し，
符号３００は第１電源電圧駆動制御部を示し，符号３１１～３１ｍは第１電源電圧ライン
を示し，符号Ｐ１１～Ｐｍｎは画素を示している。
【００７０】
　画素部４００は，スキャンドライバ２００からスキャン信号Ｓ１～Ｓｍが各々供給され
る複数のゲートライン２１１～２１ｍと，データドライバ１００からＲＧＢデータ信号Ｄ
１～Ｄｎが伝えられる複数のデータライン１１１～１１ｎと，第１電源電圧駆動制御部３
００から発光制御信号Ｖｄｄ（Ｒ１），Ｖｄｄ（Ｇ１），Ｖｄｄ（Ｂ１）～Ｖｄｄ（Ｒｍ
），Ｖｄｄ（Ｇｍ），Ｖｄｄ（Ｂｍ）が各々供給される複数の第１電源電圧ライン３１１
～３１ｍと，画素Ｐ１１～Ｐｍｎを含む。
【００７１】
　ここで，複数の画素Ｐ１１～Ｐｍｎ各々は，該当する一つのゲートライン２１１～２１
ｍとデータライン１１１～１１ｎ，そして第１電源電圧ライン３１１～３１ｍに接続され
る。
【００７２】
　例えば，画素Ｐ１１は，複数のゲートライン２１１～２１ｍのうち第１スキャン信号Ｓ
１を供給する第１ゲートライン２１１と，複数のデータライン１１１～１１ｎのうち第１
ＲＧＢデータ信号Ｄ１を供給する第１データライン１１１と，複数の第１電源電圧ライン
３１１～３１ｍのうち第１発光制御信号Ｖｄｄ（Ｒ１），Ｖｄｄ（Ｇ１），Ｖｄｄ（Ｂ１
）を出力する第１－１電源電圧ライン３１１に接続されている。
【００７３】
　各画素Ｐ１１～Ｐｍｎには，所定のラインを通じて，対応するスキャン信号Ｓ１，Ｓ２
，Ｓ３，・・・，Ｓｍと，ＲＧＢデータ信号Ｄ１～Ｄｎが順次提供され，対応する第１電
源電圧ラインを通じて発光制御信号Ｖｄｄ（Ｒ１），Ｖｄｄ（Ｇ１），Ｖｄｄ（Ｂ１）～
Ｖｄｄ（Ｒｍ），Ｖｄｄ（Ｇｍ），Ｖｄｄ（Ｂｍ）が順次印加される。そして，各画素Ｐ
１１～Ｐｍｎに含まれるレッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂは，
次々と印加される発光制御信号Ｖｄｄ（Ｒ１），Ｖｄｄ（Ｇ１），Ｖｄｄ（Ｂ１）～Ｖｄ
ｄ（Ｒｍ），Ｖｄｄ（Ｇｍ），Ｖｄｄ（Ｂｍ）により，１フレームを所定周期として，次
々と発光して所定の色相を表示する。
【００７４】
　図８は，本発明の第１の実施の形態に係る表示装置のピクセル回路のブロック構成図を
示したものであって，図１０Ａは，図８のピクセル回路の詳細回路図の一例を示したもの
である。
【００７５】
　同図中，符号１１１はデータラインを示し，符号２１１はゲートラインを示し，符号４
１０はアクティブ素子を示し，符号４３０はスイッチング手段を示し，符号４４０は駆動
手段を示し，符号４４１ａは第１駆動手段を示し，符号４４１ｂは第２駆動手段を示し，
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符号４４１ｃは第３駆動手段を示し，符号４５０は表示手段を示し，符号３１１Ｒはレッ
ド第１電源電圧ラインを示し，符号３１１Ｇはグリーン第１電源電圧ラインを示し，符号
３１１Ｂはブルー第１電源電圧ラインを示している。
【００７６】
　図示したように，第１の実施の形態に係るピクセル回路は，アクティブスイッチング素
子４１０と表示手段４５０を備える。
【００７７】
　アクティブスイッチング素子４１０は，第１ゲートライン２１１，第１データライン１
１１，及び第１電源電圧ライン３１１に接続されている。ここで，第１電源電圧ライン３
１１は，レッド第１電源電圧ライン３１１Ｒ，グリーン第１電源電圧ライン３１１Ｇ，及
びブルー第１電源電圧ライン３１１Ｂを含んで成る。
【００７８】
　表示手段４５０は，アクティブ素子４１０に共通接続されるレッドＥＬ素子Ｒ，グリー
ンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂを含んでいる。
【００７９】
　また，アクティブ素子４１０は，ゲートライン２１１とデータライン１１１に各々接続
されたスイッチング手段４３０と，スイッチング手段４３０と表示手段４５０に各々接続
された駆動手段４４０を含む。
【００８０】
　第１の実施の形態に係るピクセル回路において，アクティブ素子４１０に含まれる駆動
手段４４０には，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂが共通接続
される。そして，１フレーム期間において，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブ
ルーＥＬ素子Ｂが次々と駆動される。そして，本実施の形態において，ディスプレイのた
めの一つのフレーム期間は，レッドＥＬ素子Ｒが発光する第１サブフレームと，グリーン
ＥＬ素子Ｇが発光する第２サブフレームと，ブルーＥＬ素子Ｂが発光する第３サブフレー
ムに分割される。
【００８１】
　これを詳細に説明する。一つのフレームのうち，まず第１サブフレームでは，ゲートラ
イン２１１を介してスキャン信号Ｓ１がスイッチング手段４３０に印加される。これによ
って，スイッチング手段４３０は，スイッチングオンし，データライン１１１から伝えら
れるデータ信号を駆動手段４４０に伝達する。すなわち，駆動手段４４０は，データライ
ン１１１を通じてレッドデータ信号ＤＲ１が入力され，レッド第１電源電圧ライン３１１
Ｒを通じてレッド第１電源電圧Ｖｄｄ　Ｒ１（発光制御信号Ｖｄｄ（Ｒ１））が印加され
ると，レッドデータ信号ＤＲ１に応じて，レッドＥＬ素子Ｒを第１サブフレーム期間発光
させる。そして，この第１サブフレーム期間では，グリーンＥＬ素子ＧとブルーＥＬ素子
Ｂはオフされる（発光しない）。
【００８２】
　次に，第２サブフレームでは，スキャン信号Ｓ１によりスイッチング手段４３０がオン
されて，データライン１１１から伝えられたグリーンデータ信号ＤＧ１が駆動手段４４０
に伝達される。駆動手段４４０は，グリーンデータ信号ＤＧ１が入力され，グリーン第１
電源電圧Ｖｄｄ　Ｇ（発光制御信号Ｖｄｄ（Ｇ）１）が伝えられると，グリーンデータ信
号ＤＧ１に応じて，グリーンＥＬ素子Ｇを発光させる。このとき，レッドＥＬ素子Ｒとブ
ルーＥＬ素子Ｂはオフさせる。
【００８３】
　続く第３サブフレームでは，ゲートライン２１１を通じて入力されるスキャン信号Ｓ１
によってスイッチング手段４３０がオンされて，データライン１１１から伝えられたブル
ーデータ信号ＤＢ１が駆動手段４４０に伝達される。駆動手段４４０は，ブルーデータ信
号ＤＢ１が入力され，ブルー電源電圧ライン３１１Ｂからブルー第１電源電圧Ｖｄｄ　Ｂ
１（発光制御信号Ｖｄｄ（Ｂ）１）が印加されると，ブルーデータＤＢ１に応じて，ブル
ーＥＬ素子Ｂを発光させる。このとき，レッドＥＬ素子ＲとグリーンＥＬ素子Ｇはオフさ
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れる。
【００８４】
　このように１フレーム期間において，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルー
ＥＬ素子Ｂが時分割的に順次駆動されることによって画素Ｐ１１が所定色相の光を発光す
る。この結果，所定の画像がディスプレイされる。
【００８５】
　ここまで，表示手段４５０が，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，及びブルーＥ
Ｌ素子Ｂを含む場合に即して本発明の実施の形態を説明したが，本発明はこれに限定され
るものではない。各ＥＬ素子に代えて，ＦＥＤ（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ），ＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｎｅｌ）等を用いることも
可能である。また，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂに，第４
のＥＬ素子（例えば，ホワイトＥＬ素子）を追加するようにしてもよい。
【００８６】
　次に，図８のピクセル回路を，図１０Ａを参照しながらより詳細に説明する。なお，こ
こでは代表的に画素Ｐ１１（図６参照）について説明するが，その他の画素Ｐ１２～Ｐｍ
ｎは画素Ｐ１１と略同一の構成を有している。
【００８７】
　画素Ｐ１１（図６参照）は，ゲートライン２１１，データライン１１１，３本の第１電
源電圧ライン３１１Ｒ，３１１Ｇ，３１１Ｂ，スイッチング手段４３０，駆動手段４４０
，及び表示手段４５０を含む。同図に示した第１電源電圧駆動制御部３００は，第１電源
電圧ライン３１１Ｒ，３１１Ｇ，３１１Ｂに対して，第１電源電圧ＶＤＤＲ，ＶＤＤＧ，
ＶＤＤＢ（第１発光制御信号Ｖｄｄ（Ｒ１），Ｖｄｄ（Ｇ１），Ｖｄｄ（Ｂ１））を順次
印加するものである。
【００８８】
　スイッチング手段４３０は，スイッチング薄膜トランジスタＭ１から構成されている。
このスイッチング薄膜トランジスタＭ１は，そのゲートがゲートライン２１１に接続され
ており，そのソースがデータライン１１１に接続されており，ドレインが共通ラインＣＬ
に接続されている。この共通ラインＣＬには，駆動手段４４０も接続されている。
【００８９】
　駆動手段４４０は，図１０Ａに示したように，第１駆動手段４４１ａ，第２駆動手段４
４１ｂ，及び第３駆動手段４４１ｃを含んでいる。第１駆動手段４４１ａにはレッド第１
電源電圧ライン３１１ＲとレッドＥＬ素子Ｒが接続され，第２駆動手段４４１ａにはグリ
ーン第１電源電圧ライン３１１ＧとグリーンＥＬ素子Ｇが接続され，第３駆動手段４４１
ｃにはブルー第１電源電圧ライン３１１ＢとブルーＥＬ素子Ｂが接続されている。
【００９０】
　スイッチング薄膜トランジスタＭ１は，スキャン信号Ｓ１に応じてスイッチング動作を
行い，データ信号を第１駆動手段４４１ａ，第２駆動手段４４１ｂ，及び第３駆動手段４
４１ｃに与える。これによって，第１駆動手段４４１ａ，第２駆動手段４４１ｂ，及び第
３駆動手段４４１ｃはそれぞれ，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素
子Ｂに駆動電流を供給する。この結果，レッドＥＬ素子Ｒはレッド光を発光し，グリーン
ＥＬ素子Ｇはグリーン光を発光し，ブルーＥＬ素子Ｂはブルー光を発光する。このとき，
レッド第１電源電圧ライン３１１Ｒは，レッドＥＬ素子Ｒに対して電源電圧を供給し，グ
リーン第１電源電圧ライン３１１Ｇは，グリーンＥＬ素子Ｇに対して電源電圧を供給し，
ブルー第１電源電圧ライン３１１Ｂは，ブルーＥＬ素子Ｂに対して電源電圧を供給する。
【００９１】
　図１０Ａに示したように，スイッチング薄膜トランジスタＭ１は，ゲートにゲートライ
ン２１１が接続されており，ソースにデータライン１１１が接続されている。そして，ス
イッチング薄膜トランジスタＭ１のドレインが接続される共通ラインＣＬには，各駆動手
段４４１ａ，４４１ｂ，４４１ｃが接続されている。駆動手段４４０は，スイッチング薄
膜トランジスタＭ１のドレインと第１電源電圧Ｖｄｄ間に接続されたキャパシタＣ１，Ｃ
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２，Ｃ３と，これらキャパシタＣ１，Ｃ２，Ｃ３と接続されてゲートがスイッチング薄膜
トランジスタＭ１のドレインに接続される駆動薄膜トランジスタＭ２，Ｍ３，Ｍ４で構成
される。駆動薄膜トランジスタＭ２，Ｍ３，Ｍ４の各ソースは，電源電圧ライン３１１Ｒ
，３１１Ｇ，３１１Ｂと接続されており，各ドレインはＥＬ素子Ｒ，Ｇ，Ｂと接続されて
いる。そして，ＥＬ素子Ｒ，Ｇ，Ｂは，カソードが第１ノードＮ１に接続されている。こ
の第１ノードＮ１は，第２電源電圧Ｖｓｓの伝送ラインと接続されている。
【００９２】
　なお，駆動手段４４１ａ，４４１ｂ，４４１ｃはそれぞれ，駆動薄膜トランジスタＭ２
，Ｍ３，Ｍ４のしきい電圧を補償するためのしきい電圧補償手段（図示せず）をさらに含
むことも望ましい。
【００９３】
　第１の実施の形態においては，一つのスイッチング薄膜トランジスタＭ１に駆動薄膜ト
ランジスタＭ２，Ｍ３，Ｍ４が共通接続され，各ＥＬ素子Ｒ，Ｇ，Ｂに電源電圧Ｖｄｄ　
Ｒ，Ｇ，Ｂを順次印加することによって各ＥＬ素子Ｒ，Ｇ，Ｂを発光制御することを特徴
としている。これを図１０Ｂのタイミング図を参照しながら説明する。
【００９４】
　従来，複数のゲートラインにスキャンドライバ２０からスキャン信号Ｓ１～Ｓｍが各々
次々と印加されて１フレーム期間にｍ個のスキャン信号が印加されると，各スキャン信号
Ｓ１～Ｓｍが印加されるごとにデータドライバ１００からレッド，グリーン，ブルーデー
タ信号Ｄｎ（ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎ）が同時にレッド，グリ
ーン，ブルーデータライン１１１～１１ｎに印加され，これによって画素が駆動されてい
た。
【００９５】
　これに対して，第１の実施の形態によれば，１フレームが３サブフレームに分割されて
，１フレーム期間に３ｍ個のスキャン信号が印加される。第１サブフレーム期間では，ゲ
ートラインにスキャン信号Ｓ１が印加され，スイッチング薄膜トランジスタＭ１がターン
オンして，データライン１１１～１１ｎからレッドデータ信号ＤＲ１が駆動薄膜トランジ
スタＭ２，Ｍ３，Ｍ４に供給される。このとき，第１電源電圧駆動制御部３００は，レッ
ド第１電源電圧ライン３１１Ｒにレッド発光信号Ｖｄｄ（Ｒ１）を印加して，グリーン第
１電源電圧Ｖｄｄ（Ｇ１）とブルー第１電源電圧Ｖｓｓ（Ｂ１）をオフするように制御す
る。すなわち，レッド第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｒ１）は発光信号として出力される。一方，
グリーン第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｇ１）及びブルー第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｂ１）は，オフす
る。
【００９６】
　そして，第１駆動薄膜トランジスタＭ２は，ゲート－ソース間電位が形成されて，駆動
信号をレッドＥＬ素子Ｒに出力する。これに対して，第２駆動薄膜トランジスタＭ３及び
第３駆動薄膜トランジスタＭ４は，該電源電圧が遮断されるのでゲート－ソース間電位が
形成されない。それゆえ，グリーンＥＬ素子ＧとブルーＥＬ素子Ｂは，第１サブフレーム
期間オフされる。
【００９７】
　所定時間が経過し，第１サブフレームから第２サブフレームへ移行すると，まずゲート
ライン２１１にスキャン信号Ｓ１が印加されることによってスイッチング薄膜トランジス
タＭ１がオンされて，データライン１１１～１１ｎからグリーンデータ信号ＤＧ１が駆動
トランジスタＭ２，Ｍ３，Ｍ４に伝えられる。
【００９８】
　そして，第１電源電圧駆動制御部３００は，グリーン第１電源電圧ライン３１１Ｇに対
してグリーン第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｇ１）を出力し，レッド第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｒ１）
及びブルー第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｂ１）を出力しない。これによって，第２駆動薄膜トラ
ンジスタＭ３は，ターンオンされてグリーンＥＬ素子Ｇに駆動電流を出力する。また，レ
ッドＥＬ素子Ｒは，レッド第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｒ１）が遮断されることによってオフ状
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態となる。同様に，ブルーＥＬ素子Ｂもブルー第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｂ）が遮断されるこ
とによってオフ状態となる。
【００９９】
　次の第３サブフレーム期間では，ゲートライン２１１にスキャン信号Ｓ１が印加される
と，スイッチング薄膜トランジスタＭ１は，オンされてデータライン１１１～１１ｎから
与えられたブルーデータ信号ＤＢ１を第３駆動薄膜トランジスタＭ４に伝達する。
【０１００】
　そして，第１電源電圧駆動制御部３００からブルー発光制御信号が印加されることによ
って，ブルー電源電圧Ｖｄｄ（Ｂ１）は，第３駆動薄膜トランジスタＭ４に印加される。
また，レッド第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｒ１）及びグリーン第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｇ１）は遮
断される。これによって，ブルーＥＬ素子Ｂはオン状態となり，レッドＥＬ素子Ｒとグリ
ーンＥＬ素子Ｇはオフ状態となる。
【０１０１】
　１フレームの各サブフレームにおいて，第２ゲートライン２１２にスキャン信号が印加
されると，データライン１１１～１１ｎからレッド，グリーン，ブルーデータ信号Ｄ２（
ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎ）が次々と第２ゲートライン２１２に
接続された画素Ｐ２１～Ｐ２ｎのレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子に印加される。また
，レッド，グリーン，ブルー第１電源電圧ライン３１２Ｒ，３１２Ｇ，３１２Ｂから電源
電圧が次々と各駆動薄膜トランジスタＭ２，Ｍ３，Ｍ４に印加される。これによって，駆
動薄膜トランジスタＭ２，Ｍ３，Ｍ４が順次ターンオンされて，レッド，グリーン，ブル
ーデータ信号Ｄ２（ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎ）に対応する駆動
電流がレッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂに順次提供されて，各
ＥＬ素子が駆動される。
【０１０２】
　このような動作を繰り返して，１フレームの各サブフレームにおいて，第ｍゲートライ
ン２１ｍにスキャン信号が印加されると，データライン１１１～１１ｎにレッド，グリー
ン，ブルーデータ信号Ｄｎ（ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎ）が順次
印加される。また，第ｍゲートライン２１ｍに接続された画素Ｐｍ１～ＰｍｎのレッドＥ
Ｌ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂを順次制御するための第１電源電圧Ｖ
ｄｄ（Ｒ），Ｖｄｄ（Ｇ），Ｖｄｄ（Ｂ）が順次発生して，駆動薄膜トランジスタＭ２，
Ｍ３，Ｍ４が順次ターンオンされる。これによって，レッド，グリーン，ブルーデータ信
号Ｄｎ（ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎ）に対応する駆動電流がレッ
ドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂに順次提供されて，各ＥＬ素子が
駆動される。
【０１０３】
　このように，本実施の形態によれば，１フレームは３サブフレームに分割されて，各サ
ブフレーム期間において，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂが
順次駆動され，結果的に所定の画像がディスプレイされる。このとき，レッドＥＬ素子Ｒ
，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂは次々と駆動されるが，順次駆動される時間が
非常に短いため，人間の目にはレッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子
Ｂが同時に駆動される場合と同等に認識される。したがって，画像を正常にディスプレイ
することが可能となる。
【０１０４】
　本実施の形態において，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂを
備える一つの画素は，各ＥＬ素子を駆動するために，一つのゲートライン，一つのデータ
ライン，及びレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子に共通の共通ラインＣＬに接続された一
つのスイッチングトランジスタＭ１（スイッチング手段４３０）と，駆動トランジスタＭ
２，Ｍ３，Ｍ４とキャパシタＣ１，Ｃ２，Ｃ３を含む駆動手段４４０を備えている。この
ように，本実施の形態によれば，従来に比べて構成素子の数が減少し，非常に簡単な構成
の画素駆動回路が提供される。
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【０１０５】
　また，本実施の形態に係る表示装置は，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子Ｒ，Ｇ，Ｂ
の発光時間を調節してホワイトバランス（Ｗｈｉｔｅ　Ｂａｌａｎｃｅ）を調節すること
ができる。これは，レッド，グリーン，ブルー第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｒ），Ｖｄｄ（Ｇ）
，Ｖｄｄ（Ｂ）が印加される時間を調節してレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子Ｒ，Ｇ，
Ｂの発光時間を調節することによって実現可能である。
【０１０６】
　図１０Ｃに示したように，各サブフレームにおいて，レッド，グリーン，ブルー第１電
源電圧Ｖｄｄ　Ｒ，Ｇ，Ｂの出力時間Ｔ１１，Ｔ１２，Ｔ１３を調節することによって，
レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂの各発光時間を調節すること
が可能となる。これによってホワイトバランスが調節される。
【０１０７】
　例えば，第１電源電圧駆動制御部３００からレッド，グリーン，ブルー第１電源電圧ラ
イン３１１～３１ｍに対するレッド第１電源電圧Ｖｄｄ　Ｒの出力時間（ターンオン時間
）Ｔ１１を，グリーン第１電源電圧Ｖｄｄ　Ｇの出力時間（ターンオン時間）Ｔ１２及び
ブルー第１電源電圧Ｖｄｄ　Ｂの出力時間（ターンオン時間）Ｔ１３よりも相対的に長く
調整し，グリーン第１電源電圧Ｖｄｄ　Ｇの出力時間Ｔ１２をブルー第１電源電圧Ｖｄｄ
　Ｂの出力時間Ｔ１３より相対的に短く調整する。このようにしてホワイトバランスの調
節が図られる。
【０１０８】
（第２の実施の形態）
　図５は，本発明の第２の実施の形態に係る表示装置を示したブロック図である。
【０１０９】
　同図中，符号１００はデータドライバを示し，符号２００はスキャンドライバを示し，
符号４００は画素部を示し，符号５００は第２電源電圧駆動制御部を示している。
【０１１０】
　図示したように，本実施の形態に係る表示装置は，選択信号を出力するスキャンドライ
バ２００，ＲＧＢ（赤緑青）データ信号を出力するデータドライバ１００，第２電源電圧
を順次発生させる第２電源電圧駆動制御部５００，及び画素部４００を備える。
【０１１１】
　スキャンドライバ２００は，ゲートライン２１１～２１ｍを通じてスキャン信号Ｓ１～
Ｓｍを順次画素部４００に出力する。データドライバ１００は，ＲＧＢデータ信号Ｄ１～
Ｄｎを，データライン１１１～１１ｎを通じて，順次画素部４００に向けて出力する。第
２電源電圧駆動制御部５００は，第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｒ１），Ｖｓｓ（Ｇ１），Ｖｓｓ
（Ｂ１）～Ｖｓｓ（Ｒｍ），Ｖｓｓ（Ｇｍ），Ｖｓｓ（Ｂｍ）（図中，「ＶＳＳ　Ｒ，Ｇ
，Ｂ１～ＶＳＳ　Ｒ，Ｇ，Ｂｍ」と表記）を，スキャン信号が画素部４００に入力される
ごとに順次発生させて，画素部４００のレッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルー
ＥＬ素子Ｂを発光制御する。すなわち，本発明の第２の実施の形態の主要特徴は，各画素
に含まれるレッドＥＬ素子，グリーンＥＬ素子，ブルーＥＬ素子が，画素部４００に接続
された第２電源電圧駆動制御部５００の順次駆動によって発光制御される点にある。
【０１１２】
　図７は，本発明の第２の実施の形態に係る表示装置に備えられた画素部４００の構成を
示したブロック図である。
【０１１３】
　画素部４００は，スキャンドライバ２００からスキャン信号Ｓ１～Ｓｍが各々伝えられ
る複数のゲートライン２１１～２１ｍと，データドライバ１００からＲＧＢデータ信号Ｄ
１～Ｄｎが各々伝えられる複数のデータライン１１１～１１ｎと，第２電源電圧駆動制御
部５００から発光制御信号Ｖｓｓ（Ｒ１），Ｖｓｓ（Ｇ１），Ｖｓｓ（Ｂ１）～Ｖｓｓ（
Ｒｍ），Ｖｓｓ（Ｇｍ），Ｖｓｓ（Ｂｍ）が各々供給される複数の第２電源電圧ライン５
１１～５１ｎと，画素部４００に電源電圧を供給する第１電源電圧ライン３２１～３２ｎ
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と，複数の画素Ｐ１１～Ｐｍｎを含む。
【０１１４】
　ここで，複数の画素Ｐ１１～Ｐｍｎは各々該当する一つのゲートライン２１１～２１ｍ
とデータライン１１１～１１ｎ，そして第１電源電圧ライン３２１～３２ｍと，レッド，
グリーン，ブルー第２電源電圧ライン５１１～５１ｍに接続される。
【０１１５】
　例えば，第１画素Ｐ１１は，第１ゲートライン２１１と，第１データライン１１１と，
第１電源電圧ライン３２１と，第１発光制御信号Ｖｓｓ　Ｒ，Ｇ，Ｂ１を出力する第２－
１電源電圧ライン５１１に接続されている。
【０１１６】
　各画素Ｐ１１～Ｐｍｎには，ゲートライン２１１～２１ｍを通じて対応するスキャン信
号が順次入力され，データライン１１１～１１ｎを通じてＲＧＢデータ信号Ｄ１～Ｄｎが
順次入力され，第１電源電圧ライン３２１～３２ｍを通じて第１電源電圧が印加され，第
２電源電圧ライン５１１～５１ｍを通じてレッド，グリーン，ブルー発光制御信号Ｖｓｓ
　Ｒ，Ｇ，Ｂ１～Ｖｓｓ　Ｒ，Ｇ，Ｂｍが順次入力される。各画素Ｐ１１～Ｐｍｎは，ス
キャン信号Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，…，Ｓｍが印加されるごとに，レッド，グリーン，ブルー
データ信号Ｖｓｓ　Ｒ，Ｇ，Ｂ１～Ｖｓｓ　Ｒ，Ｇ，Ｂｍが順次印加されて，レッド，グ
リーン，ブルー発光制御信号Ｖｓｓ　Ｒ，Ｇ，Ｂ１～Ｖｓｓ　Ｒ，Ｇ，Ｂｍに従って，レ
ッド，グリーン，ブルーデータ信号ＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応する光を順次発光する。この
結果，１フレーム期間において所定の色が表示される。
【０１１７】
　図９は，本発明の第２の実施の形態に係る表示装置の画素（ピクセル回路）を示したブ
ロック図であって，図１１Ａは，図９のピクセル回路の詳細回路図である。
【０１１８】
　同図中，符号１１１はデータラインを示し，符号２１１はゲートラインを示し，符号４
１０はアクティブ素子を示し，符号４３０はスイッチング手段を示し，符号４４０は駆動
手段を示し，符号４４２ａは第１駆動手段を示し，符号４４２ｂは第２駆動手段を示し，
符号４４２ｃは第３駆動手段を示し，符号５００は第２電源電圧駆動制御部を示し，符号
５１１Ｒはレッド第２電源電圧ラインを示し，符号５１１Ｇはグリーン第２電源電圧ライ
ンを示し，符号５１１Ｂはブルー第２電源電圧ラインを示している。
【０１１９】
　図示したように，第２の実施の形態に係るピクセル回路は，アクティブスイッチング素
子４１０と表示手段４５０を備える。
【０１２０】
　アクティブ素子４１０は，スイッチング手段４３０と駆動手段４４０を含んでおり，ゲ
ートライン２１１，データライン１１１，及び第１電源電圧ライン３２１に接続されてい
る。また，駆動手段４４０には，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子Ｒ，Ｇ，Ｂが共通接
続される。ここで，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子Ｒ，Ｇ，Ｂは各々，レッド，グリ
ーン，ブルー第２電源電圧ライン５１１Ｒ，５１１Ｇ，５１１Ｂに接続されている。そし
て，スイッチング手段４３０は，ゲートライン２１１とデータライン１１１に各々接続さ
れており，駆動手段４４０は，スイッチング手段４３０と表示手段４５０間に接続構成さ
れている。
【０１２１】
　スイッチング手段４３０は，ゲートライン２１１を通じてスキャン信号Ｓ１が印加され
ると，スイッチングオンされて，データライン１１１を通じて伝えられるデータ信号ＤＲ
１，ＤＧ１，ＤＢ１を駆動手段４４０に伝達する。駆動手段４４０は，電源電圧Ｖｄｄと
データ信号Ｄ１（ＤＲ１）が印加されるとスイッチングオンされてレッドＥＬ素子Ｒ，グ
リーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂに駆動電流を印加する。このとき，第２電源電圧駆
動制御部５００は，第２電源電圧ライン５１１Ｒ，５１１Ｇ，５１１Ｂを通じてレッドＥ
Ｌ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂに第２電源電圧，すなわち発光制御信
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号Ｖｓｓ　Ｒ，Ｇ，Ｂ１を順次供給する。これによって，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥ
Ｌ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂは，１フレームを３つに分割して得られる各サブフレーム期
間において順次発光する。
【０１２２】
　これを詳細に説明すると，まず第１サブフレームでは，スイッチング手段４３０と駆動
手段４４０を含むアクティブ素子４１０に対して，ゲートライン２１１を介してスキャン
信号が入力され，データライン１１１を通じてレッドデータＤＲ１が入力され，電源電圧
ライン３２１を通じて電源電圧Ｖｄｄが入力される。これによって，アクティブ素子４１
０は，入力されたレッドデータＤＲ１に応じて，駆動電流を出力する。このとき，第２電
源電圧駆動制御部５００は，レッド第２電源電圧ライン５１１Ｒを通じて，レッド発光信
号Ｖｓｓ　Ｒ１をレッドＥＬ素子Ｒに第１サブフレーム期間出力する。これによって，レ
ッドＥＬ素子Ｒは，第１サブフレーム期間発光する。一方，グリーンＥＬ素子Ｇとブルー
ＥＬ素子Ｂは，グリーン，ブルー第２電源電圧ライン５１１Ｇ，５１１Ｂからオフ信号が
印加されるため，この第１サブフレーム期間はオフされる（発光しない）。
【０１２３】
　次に，第２サブフレームでは，スキャン信号Ｓ１とグリーンデータ信号ＤＧ１，及び電
源電圧がアクティブ素子４１０，すなわちスイッチング手段４３０と駆動手段４４０に伝
えられる。これによって，スイッチング手段４３０は，スイッチングオンされて，グリー
ンデータ信号ＤＧ１を駆動手段４４０に伝達する。駆動手段４４０は，グリーンデータ信
号ＤＧ１に応じて駆動電流を出力する。また，第２電源電圧駆動制御部５００は，グリー
ン第２電源電圧ライン５１１Ｇを通じてグリーン発光信号Ｖｓｓ　Ｇ１をグリーンＥＬ素
子Ｇに出力する。そして，グリーンＥＬ素子Ｇは，駆動手段４４０から出力されたグリー
ンデータ信号ＤＧ１に対応する駆動信号が印加されるため，第２サブフレーム期間発光す
る。なお，レッドＥＬ素子ＲとブルーＥＬ素子Ｂは，第２電源電圧ライン５１１Ｒ，５１
１Ｂからオフ信号が伝えられるため，第２サブフレーム期間オフされる（発光しない）。
【０１２４】
　続く第３サブフレームでは，アクティブ素子４１０に対して，ゲートライン２１１を介
してスキャン信号Ｓ１が入力され，データライン３２１を介してブルーデータ信号ＤＢ１
が入力され，電源電圧ライン３２１から電源電圧が印加されると，駆動手段４４０は，上
述したようにスイッチング手段４３０により伝えられたブルーデータ信号ＤＢ１に応じて
駆動電流を出力する。また，第２電源電圧駆動制御部５００は，ブルー発光信号Ｖｓｓ　
Ｂ１をブルーＥＬ素子Ｂに出力する。そして，ブルーＥＬ素子Ｂは，アクティブ素子４１
０から出力された駆動電流が印加されて，第３サブフレーム期間発光する。なお，レッド
ＥＬ素子ＲとグリーンＥＬ素子Ｇは，レッド，グリーン第２電源電圧ライン５１１Ｒ，５
１１Ｇからオフ信号が印加されるため，第３サブフレーム期間オフされる（発光しない）
。
【０１２５】
　上述したように，本発明の第２の実施の形態によれば，第２電源電圧がレッドＥＬ素子
Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂに順次印加されるため，各レッドＥＬ素子Ｒ
，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂが時分割的に順次駆動されて，所定色相が表示
される。
【０１２６】
　アクティブ素子４１０は，スイッチング手段４３０と駆動手段４４０を含み，スイッチ
ング手段４３０と駆動手段４４０は，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥ
Ｌ素子Ｂを駆動するための少なくとも一つ以上のスイッチング素子で構成されている。こ
のスイッチング素子は，薄膜トランジスタ，薄膜ダイオード，ダイオード，またはＴＲＳ
のうちいずれか一つであることが望ましい。ここでは，スイッチング素子が薄膜トランジ
スタである場合に即して，本発明の実施の形態を説明している。
【０１２７】
　次に，図９のピクセル回路を，図１１Ａを参照しながらより詳細に説明する。なお，こ
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こでは代表的に画素Ｐ１１（図７参照）について説明するが，その他の画素Ｐ１２～Ｐｍ
ｎは画素Ｐ１１と略同一の構成を有している。
【０１２８】
　画素Ｐ１１は，ゲートライン２１１，データライン１１１，３本の第２電源電圧ライン
５１１Ｒ，５１１Ｇ，５１１Ｂ，スイッチング手段４３０，駆動手段４４０，及び表示手
段４５０を含む。同図に示した，第２電源電圧駆動制御部５００は，第２電源電圧ライン
５１１Ｒ，５１１Ｇ，５１１Ｂに対して，第２電源電圧ＶＳＳ　Ｒ，Ｇ，Ｂ１（第２発光
制御信号Ｖｓｓ（Ｒ１），Ｖｓｓ（Ｇ１），Ｖｓｓ（Ｂ１））を出力するものである。
【０１２９】
　ここまで，表示手段４５０が，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，及びブルーＥ
Ｌ素子Ｂを含む場合に即して本発明の実施の形態を説明したが，本発明はこれに限定され
るものではない。各ＥＬ素子に代えて，ＦＥＤ（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ），ＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｎｅｌ）等を用いることも
可能である。また，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂに，第４
のＥＬ素子（例えば，ホワイトＥＬ素子）を追加するようにしてもよい。
【０１３０】
　そして，各画素は，図９に示したように，表示手段４５０を時分割的に順次駆動するた
めのアクティブ素子４１０を含む。このアクティブ素子４１０は，スイッチング手段４３
０と駆動手段４４０を含む。スイッチング手段４３０は，ゲートライン２１１を通じて印
加されるスキャン信号Ｓ１にスイッチングオンされてデータ信号を伝達するスイッチング
薄膜トランジスタＭ１で構成されている。また，駆動手段４４０は，スイッチング手段４
３０と共通接続され，伝えられるデータ信号に対応する駆動信号を各々出力する第１駆動
手段４４２ａ，第２駆動手段４４２ｂ，及び第３駆動手段４４２ｃで構成されている。
【０１３１】
　図１１Ａに示したように，第１駆動手段４４２ａは，レッドＥＬ素子Ｒとレッド第２電
源電圧ライン５１１Ｒに接続されており，第２駆動手段４４２ｂは，グリーンＥＬ素子Ｇ
とグリーン第２電源電圧ライン５１１Ｇに接続されており，第３駆動手段４４２ｃは，ブ
ルーＥＬ素子Ｂとブルー第２電源電圧ライン５１１Ｂに接続されている。
【０１３２】
　レッド第２電源電圧ライン５１１Ｒは，レッドＥＬ素子Ｒのオン／オフ信号を伝達して
，グリーン第２電源電圧ライン５１１ＧはグリーンＥＬ素子Ｇのオン／オフ信号を伝達し
て，ブルー第２電源電圧ライン５１１ＢはブルーＥＬ素子Ｂのオン／オフ信号を伝達する
。共通ラインＣＬには，スイッチング薄膜トランジスタＭ１と各駆動手段４４２ａ，４４
２ｂ，４４２ｃが接続されている。スイッチング薄膜トランジスタＭ１は，第１の実施の
形態におけるスイッチング薄膜トランジスタＭ１と略同一の機能を有している。駆動手段
４４２ａ，４４２ｂ，４４２ｃはそれぞれ，第１の実施の形態における駆動手段４４１ａ
，４４１ｂ，４４１ｃと略同一の機能を有している。
【０１３３】
　スイッチングトランジスタＭ１は，そのゲートがゲートラインＳｃａｎ（２１１）に接
続されており，そのソースがデータラインＤａｔａ（１１１）に接続されており，そのド
レインには共通ラインＣＬが接続されている。この共通ラインＣＬには，各駆動手段４４
２ａ，４４２ｂ，４４２ｃも接続されている。駆動手段４４２ａ，４４２ｂ，４４２ｃは
それぞれ，共通ラインＣＬにゲートが接続されている駆動薄膜トランジスタＭ２，Ｍ３，
Ｍ４と，キャパシタＣ１，Ｃ２，Ｃ３で構成される。キャパシタＣ１，Ｃ２，Ｃ３と駆動
薄膜トランジスタＭ２，Ｍ３，Ｍ４は，第１電源電圧ラインＶｄｄに接続される。
【０１３４】
　ここで本実施の形態に係るピクセル回路の動作について説明する。まず，スキャンドラ
イバ２００から出力された選択信号によりスイッチング薄膜トランジスタＭ１がオンされ
ると，スイッチングトランジスタＭ１のソースに接続されているデータライン１１１を介
して伝送される画像信号がスイッチングトランジスタＭ１のドレインに伝達される。そし
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て，スイッチング薄膜トランジスタＭ１のドレインに接続されている共通ラインＣＬを通
じてスイッチング薄膜トランジスタＭ１に共通接続されている各駆動手段４４２ａ，４４
２ｂ，４４２ｃに画像信号が伝えられる。
【０１３５】
　駆動手段４４２ａ，４４２ｂ，４４２ｃに画像信号が伝えられると，キャパシタＣ１，
Ｃ２，Ｃ３は，この画像信号に応じて充電される。これによって，ゲートライン２１１の
スキャン信号がオフされた以後も所定期間，画像信号が維持される。駆動薄膜トランジス
タＭ２，Ｍ３，Ｍ４は，印加された第１電源電圧Ｖｄｄによって画像信号としきい電圧を
減らして，その自乗に対応する駆動電流をレッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブル
ーＥＬ素子Ｂに与える。
【０１３６】
　また，第２電源電圧駆動制御部５００は，選択信号と画像信号の出力と連動して，レッ
ド第２電源電圧ライン５１１Ｒを通じて発光信号をレッドＥＬ素子Ｒに出力する。したが
って，レッドＥＬ素子Ｒは，第１駆動手段４４２ａから出力される駆動信号に対応するレ
ッド光を発光する。そして，第２電源電圧駆動制御部５００は，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブ
ルーＥＬ素子Ｂにグリーン第２電源電圧ライン５１１Ｇとブルー第２電源電圧ライン５１
１Ｂを通じてオフ信号を印加する。したがって，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂ
はオフされる。
【０１３７】
　そして所定時間経過すると，ゲートラインＳｃａｎ（２１１）からスキャン信号が印加
されてスイッチング薄膜トランジスタＭ１がオンされる。また，データライン１１１から
画像信号が印加される。ここで第２電源電圧駆動制御部５００は，グリーン第２電源電圧
ライン５１１Ｇに発光信号を出力して，レッド第２電源電圧ライン５１１Ｒとブルー第２
電源電圧ライン５１１Ｂをインアクティブ状態とする。これによって，レッドＥＬ素子Ｒ
とブルーＥＬ素子Ｂはオフされて，グリーンＥＬ素子Ｇは発光する。
【０１３８】
　さらに所定時間が経過すると，再びゲートライン２１１から選択信号が印加されてスイ
ッチング薄膜トランジスタＭ１がオンされる。また，データライン１１１に画像信号が印
加される。ここで第２電源電圧駆動制御部５００は，レッド第２電源電圧ライン５１１Ｒ
とグリーン第２電源電圧ライン５１１Ｇにオフ信号を出力し，ブルー第２電源電圧ライン
５１１Ｂに発光制御信号を印加する。したがって，レッドＥＬ素子ＲとグリーンＥＬ素子
Ｇはオフされて，ブルーＥＬ素子Ｂが発光する。
【０１３９】
　このように，本発明の第２の実施の形態の特徴は，第２電源電圧ＶＳＳ　Ｒ，Ｇ，Ｂ１
を利用して次々と画素内の各ＥＬ素子Ｒ，Ｇ，Ｂを時分割駆動制御する点にある。
【０１４０】
　次に，第２の実施の形態の動作について，図１１Ｃのタイミング図を参照しながら詳細
に説明する。
【０１４１】
　第２の実施の形態においては，１フレームが３サブフレームに分割されて，１フレーム
期間に３ｍ個のスキャン信号が印加される。第１サブフレーム期間では，ゲートライン２
１１を通じてスキャン信号Ｓ１が印加され，スイッチングトランジスタＭ１がターンオン
して，データライン１１１～１１ｎからレッドデータ信号Ｄ１（ＤＲ１）が駆動薄膜トラ
ンジスタＭ２，Ｍ３，Ｍ４に提供される。このとき，第２電源電圧駆動制御部５００は，
レッド第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｒ）を出力して，グリーン第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｇ）とブル
ー第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｂ）をオフする。レッドＥＬ素子Ｒは，駆動信号が印加されるこ
とによって発光して，グリーンＥＬ素子ＧとブルーＥＬ素子Ｂは，グリーン第２電源電圧
Ｖｓｓ（Ｇ）とブルー第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｂ）がオフされることによって第１サブフレ
ーム期間オフされる。
【０１４２】
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　所定時間が経過し，第１サブフレームから第２サブフレームへ移行すると，まずゲート
ライン２１１にスキャン信号Ｓ１が印加されることによってスイッチング薄膜トランジス
タＭ１がオンされて，データライン１１１～１１ｎからグリーンデータ信号Ｄ１（ＤＧ１
）が駆動トランジスタＭ２，Ｍ３，Ｍ４に伝えられる。
【０１４３】
　そして，第２電源電圧駆動制御部５００は，グリーン第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｇ）を出力
して，レッド第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｒ）とブルー第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｂ）をオフする。
これによって，グリーンＥＬ素子Ｇには駆動信号が印加されて，レッドＥＬ素子Ｒとブル
ーＥＬ素子Ｂはオフされる。
【０１４４】
　次の第３サブフレーム期間では，ゲートライン２１１にスキャン信号Ｓ１が印加される
と，スイッチング薄膜トランジスタＭ１は，オンされてデータライン１１１～１１ｎから
与えられたブルーデータ信号Ｄ１（ＤＢ１）を伝達する。
【０１４５】
　そして，第２電源電圧駆動制御部５００は，ブルー第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｂ）を出力し
て，レッド第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｒ）とグリーン第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｇ）をオフさせる
。したがって，ブルーＥＬ素子Ｂはオンされて（発光し），レッドＥＬ素子Ｒとグリーン
ＥＬ素子Ｇはオフされる（発光しない）。
【０１４６】
　１フレームの各サブフレームにおいて，第２ゲートライン２１２にスキャン信号が印加
されると，データライン１１１～１１ｎからレッド，グリーン，ブルーデータ信号Ｄ２（
ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎ）が次々と第２ゲートライン２１２に
接続された画素Ｐ２１～Ｐ２ｎのレッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素
子Ｂに印加される。また，レッド，グリーン，ブルー第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｒ），Ｖｓｓ
（Ｇ），Ｖｓｓ（Ｂ）が次々と各ＥＬ素子に印加されることによって，レッド，グリーン
，ブルーデータ信号Ｄ２（ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎ）に対応す
る駆動電流がレッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルーＥＬ素子Ｂに流れ，各ＥＬ
素子が駆動される。
【０１４７】
　このように，本実施の形態によれば，１フレームは３サブフレームに分割されて，３サ
ブフレーム期間において，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子が順次駆動され，結果的に
所定の画像がディスプレイされる。このとき，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子が次々
と駆動されるが，各第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｒ），Ｖｓｓ（Ｇ），Ｖｓｓ（Ｂ）の順次駆動
時間を短く制御することによって，視覚的にはレッド，グリーン，ブルーＥＬ素子が同時
駆動されて一つの色相がディスプレイされていると見なされる。
【０１６４】
　上述のように，第１，第２の各実施の形態によれば，１フレームが３個のサブフレーム
に分割され，各サブフレームにおいて，レッドＥＬ素子Ｒ，グリーンＥＬ素子Ｇ，ブルー
ＥＬ素子Ｂは順次駆動され，所定の色相が表示される。ここで，より速いスイッチング動
作が可能なアクティブ素子を採用して，各発光素子を順次駆動することが望ましい。
【０１６５】
　また，第１，第２の各実施の形態によれば，１フレームは３個のサブフレームに分割さ
れるが，サブフレームの数はこれに限定されない。色度，明るさ，輝度，その他のディス
プレイ特性を調整するために，１フレームを３個以上のサブフレームに分割してもよい。
例えば，１フレームを４個のサブフレームに分割してレッド，レッド，グリーン，ブルー
，またはレッド，グリーン，グリーン，ブルー等のパターンで発光させたり，またはそれ
以上のサブフレームに分割して，各発光素子を時分割的に順次駆動させるようにしてもよ
い。
【０１６６】
　さらに，ディスプレイ特性の調整のために，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子だけで
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なく，ホワイト（Ｗｈｉｔｅ）ＥＬ素子を備えるようにしてもよい。この場合，１フレー
ム期間を４個またはそれ以上のサブフレームに分割して，１フレーム期間において，レッ
ド，グリーン，ブルー，ホワイトＥＬ素子のうち一つまたは複数のＥＬ素子を駆動させる
ことができる。また，レッド，グリーン，ブルー，ホワイトのうち少なくとも２種の色を
（同時に）各サブフレームにおいて時分割的に順次駆動させることもできる。
【０１６７】
　また，本発明の実施の形態に係る有機電界発光表示装置は，レッド，グリーン，ブルー
ＥＬ素子の各発光時間を調節してホワイトバランスを調節することができる。これは，図
１１Ｄに示したように，レッド，グリーン，ブルー第１電源電圧Ｖｄｄ（Ｒ），Ｖｄｄ（
Ｇ），Ｖｄｄ（Ｂ）の出力時間，または，レッド，グリーン，ブルー第２電源電圧Ｖｓｓ
（Ｒ），Ｖｓｓ（Ｇ），Ｖｓｓ（Ｂ）の出力時間を調節することによって実現する。
【０１６８】
　例えば，図１１Ｄに示したように，各サブフレームにおいて，Ｒ，Ｇ，Ｂ第２電源電圧
の出力時間Ｔ２１，Ｔ２２，Ｔ２３を調節して各単位画素の駆動薄膜トランジスタＭ２，
Ｍ３，Ｍ４をターンオンさせ，レッド，グリーン，ブルーＥＬ素子の発光時間を調節する
。これによって，ホワイトバランスが適切に調節される。
【０１６９】
　図１１Ｄの例では，第２電源電圧駆動制御部５００からのレッド第２電源電圧Ｖｓｓ（
Ｒ）の出力時間（ターンオン時間）Ｔ２１を，グリーン第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｇ）の出力
時間Ｔ２２とブルー第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｂ）の出力時間Ｔ２３よりも相対的に長く調整
し，グリーン第２電源電圧Ｖｓｓ（Ｇ）の出力時間Ｔ２２をブルー第２電源電圧Ｖｓｓ（
Ｂ）の出力時間Ｔ２３より相対的に短く調整する。このように，各レッド，グリーン，ブ
ルーＥＬ素子の発光時間を制御してホワイトバランスの調節が図られる。
【０１７０】
　以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は
係る例に限定されない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載された範疇内において，
各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それらについても当然に本
発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【０１７１】
　本発明は，ＥＬ表示装置，ＦＥＤ（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）
，ＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）のような発光素子を採用する表
示装置に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１７２】
【図１】一般的な表示装置の構成を示したブロック図である。
【図２】従来の表示装置の画素駆動回路の回路図である。
【図３】従来の表示装置の画素駆動回路の動作を示すタイミング図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る表示装置の構成を示したブロック図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態に係る表示装置の構成を示したブロック図である。
【図６】図４の表示装置が備える画素部の構成を示したブロック図である。
【図７】図５の表示装置が備える画素部の構成を示したブロック図である。
【図８】図６の画素部が備える各ピクセル回路の構成を示したブロック図である。
【図９】図７の画素部が備える各ピクセル回路の構成を示したブロック図である。
【図１０Ａ】図８のピクセル回路の詳細回路図である。
【図１０Ｂ】図４の表示装置の動作を示すタイミング図である。
【図１０Ｃ】図４の表示装置におけるホワイトバランシングを示したタイミング図である
。
【図１１Ａ】図９のピクセル回路の詳細回路図である。
【図１１Ｃ】図５の表示装置及び図１１Ｂのピクセル回路を含む表示装置の動作を示すタ
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【図１１Ｄ】図５の表示装置及び図１１Ｂのピクセル回路を含む表示装置におけるホワイ
トバランシングを示したタイミング図である。
【符号の説明】
【０１７３】
　１００：データドライバ
　２００：スキャンドライバ
　３００：第１電源電圧駆動制御部
　４００：画素部
　５００：第２電源電圧駆動制御部
　Ｍ１：スイッチング薄膜トランジスタ
　Ｍ２～Ｍ４：駆動薄膜トランジスタ
　Ｃ１～Ｃ３：キャパシタ
　Ｖｄｄ（Ｒ）：レッド電源電圧
　Ｖｄｄ（Ｇ）：グリーン電源電圧
　Ｖｄｄ（Ｂ）：ブルー電源電圧
　Ｖｓｓ（Ｒ）：レッド第２電源電圧
　Ｖｓｓ（Ｇ）：グリーン第２電源電圧
　Ｖｓｓ（Ｂ）：ブルー第２電源電圧

【図１】 【図２】
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